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　チ 才 尿素 等 の 抗 甲状腺物質 の 作 用 の う ち，動物 の 色 素 に 対す る 効 果を ．L ら べ た概究 者は 少 くない g すなわ

ち Lynn 及 び de　Marie ，46，
　Lynn ，48，

　 Blackstad ，49
，
　 Copenhaver 及び Detwiler 　

’51 等 は両撰 類1こ

就い て ，
R ｛ehter 及 び C ！isley ’41

，
　 Dieke ’47 は ネ ズ ミ を 用 い ，　 Juhn ’44，　

L46
は ニ ワ F 茸 に就 い て ， 何

れ も張 ， 体表 ， 毛 ， 羽 毛等め色素が ， こ の 薬 品 を用 い る事に ょ り消失する か 3くは 滋少す る 事 を報 じて い る 。

　著者i・＃ q ま た ま プ ラ ナ リ ア の 眼に あ る色 素 も ， チ 才 尿素等 に ょ り特異的 に 消え る 事を見 ，目下実験 中で あ

る が ， そ の
一

部 を此 廼 に 報告す る 。 本文 を草す る に 当 り，日 頃御懇切 な御指導を戴 く， 竹脇潔教授に 深 謝 の

意を表す 。

　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 　 　 　 　　 材 多｝ お よ び 方 法

　硬罵 した プ ラ ナ リ ア （Planeria　gonoeeψhala）は 1949 年 九 娼に於 、
・て 檬集 し，引綾 き当教室 で 飼育中の

もの で ， 少 く共現宦迄 無牲的 に 繁殖 しつ つ あ る もの で あ る 。 何れ の 実 験 に焚 い て 亀 ， 稗長時 の 体長約 8 ミ リ

前後 の 鬮体 を 選 び ，10 匹 宛水及 び 種 貢 の 薬 品溶液 3｛lcc の 入 つ た ぺ ト リ シ ヤ
ーu 中で 飼 い ，笑験 中は投露

しなか つ た 。 眼 の 色素 の 状態は生時 ，
binocular で の 下 で 観察 ，そ の 存否 を確 め ， 最後 に Bouin 氏液固定 ・

型 の 如 くパ ラ フ イ ソ 切 片 ，ヘ マ ト キ シ リ ン
ーエ オ シ ソ で 染色 し，組織 覲察 に 供 し た 。

実 驗 お よ び 結 果

　実 験 L 　チ オ 尿 素 の 濃度 と湿誕 が 瞑 色素 の 消 失 iこ 要す る 時 間に 影響 す る か を 試 み た 。 こ の 目的で ，チ オ 尿

素 の O．1 ％ 水溶液，0．DI ％ 水溶液 中に入れ た もの を，夫 ／e　 9° C 〜IB ° C （平 均 約 ユ3．5 ° C）の 室内 お よ び

2Z ° C の 恒温 器 中に お き ， 限 の 色素 が 憩 匹 共完全 に 消失 す る 巨数 を 求 め た 。 第 1 表 A は こ の 結 果で ，

0，01 ％ 溶 液中の も の は ，室温 で ば ，55 日 目 に 到 る も消失 に 至 ら ず，22ec 中
一
ξは 3e．日 目 に 10 匹 中 6 匹 ，

35 ヨ に 7 匹 鑓 つ た 全部 が 完至 に 瞑 の 色素を失 つ た oO ．1 ％ 溶液に 入れ た もの 拡 ．室 盈 で ，24 日 に ユ0 匹 中

8 匹
L

，35 日 に 全部消矢 し，220C に お い た も の iま，17 艮 目 1こ ユ0 匹 共消失 した o ．即 ち チ 童 尿 素は ，実 験 の

醜弼で 1馬 濃 度 と温度 の 高 い 方 が 短時 H で 眼色素の 消失を ひ きお こ し た 。 fii＝　aurlcie の 直後 で 切断 し ， 直

ち に 上 の 察験 と 同 じ条 件に置 い た もの で ，再 生瞑 の 色素 の 状態 を 見 た 。 第 1 表 の B が こ の 結果 で あ る e 眼

点 ば室瀝，お よ び 22℃ の 何れ に 於 い て も ， 水 中で 6 日目 に 1ま小 さい 乍 ら も再生 し た 竜 の が 認 め られ る 。 し

か し O．01 ％ チ オ 尿 素中で は 室還に お い て や や出現が 遅れ る傾 向 が あ り ，
Oユ ％ 溶液 中で は室盪 で 12 日

目，22° C で は 6 日 目に 王0 匹 共認め られた う こ の O、1 夥 溶液中で は 水中及 び O−01 ％ 溶液 中で 璞れ た も

の ｝1Pt ぺ て ，賑点 の 色 調薄 く ， 殆 ど体色 と同 じ 泣 の 茶褐色で ，日数を 重 ね て も黒 くな る 事は なか つ た 。 こ の

よ う に 再生 した 瞑 の 黒 点 は ，永 中で は 家 第 に 大 ぎ く本来 の も の に 近 づ くが ， O，01 ％ 溶液 中で 室湿に 保 て ば

余 り大 き くならず小 さい まま で あ る 。 しか し 56 日 這 に 消 え る 事 はな か つ た 。
22 ° C 中で は，出現 した と き

は 室温 に置 い た もの よ りや や 小 さ い 位 で あ る が ， 蒔日の 篷過 と と も に 実第に 小 さ く薄 くな り ，
35 日 目に は

極め て小 さ く痕 跡的 、とな ろ o しか し E6 臼目に も痕霧を と どめ 消失 は し て い な い 。

　 侃 ％ 溶液 中 で に室温 で 35 日 に 10 匹 中 7 匹，56 日に に 全部消失 した 。
22℃ で は 17 日 に痕跡的 とな

り，30 日 目に は 完蛮 に 消失 し た 。 　　　 ’
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　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 M
ジ ー嚇 晶巌 よ び ・ 一 一ル 舛 騾 （P 愚T 苅 は知 而 溶確 朔 し 眼 の 色素皖 卸 翫

る 日 凱 ，消 気 姪 らぬ 場 合 et・40 日後 の 状態を観 察 した ・ ま九 r而 T ・U をmv ’て 明 るV’室 内 に

第 1 表　 チ オ 尿 素の 濃度 と温度が正常及が再生 個体 あ眼色素消失 日 数 に お

　　　　　　　　 よ ぼす影響， （ ）内は残存個体数
9

A ．　 正 　 常　 個　 体

濃 　 　度 0．01 ％   ．1 ％

湿　 度 i室 温

コ

6 ｝
7

12

14

22° C
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i
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B．　 再 　 生 　 個 　 体

0．叫 ％

室　温

10出現 ・

や s 小

E

22° C

10出現

小

b．1 ％

小 1薄

室 副

1
1．

陣列

22° C

10出現薄

10出現薄

痕　跡

）01（01

．

睡跡剰 ・ 面） 匚
小 睡跡薄 ．IO （10） し

置 い た もの の 臨に ；曙 黒 中に 置 い た も の に つ い て 夫 々 再生眼 と正常瞑 の 色素消失 を 比 較 し た o

纛謙 響臨 纛 二織 騰 議 篝晶葵鞴 驟 搬 麓
る が ，曙黒 中 で は 25 目 で 正 常眼 に お け る と 同 じで あ る 。

M ．T ．・，・ … U の普，荒 轟 溶液 中徽 プ ・ ナ ・ ア は 入れ て 酬 … 遅 ・も ・ ・ ま

第 2 表 チ オ 尿素 ，メ チ ル チ t ウ ラ シ ル ，フ エ ニ e ル チ オ 尿素お よび

　　　 光韈 の 眼色素消失に 対 す る影響

　　　　　 濃 度　 MI 　　　 M

薬 品 　　 　　 蕊 ri　　
｝　　　　　 ｝　　　 竺
100 　　　　 1　　　　 1000
　 　 　 　 　 　 旨

　　　1対 照 囲 ・7 日 ：
i i騰 醐 i暗 降・ i

チ 　オ　尿　素 　　i13日 i　　　　　 1
　 　 　 　 　 　 　 　 ！　 　　 i

　　　　　　　　l　　 i 再生偲体

　　　　　　　　l　 I

　 　 　 　 　 　 40 日　　　　　　　　 の

垂 ・ ｝ 騾 跡残

帥 副
・ チ 鰍 ウ ラ ・ 肩 州 　　 死 　　 沖 目 ・ 瀦 ・ 囀

　 　 　 　 　 　 　 　 ｝
．一一一

：

フ エ ニ ール チ オ 尿 素 i死 i 死 　 　 1・・ 日 ・・ 殲 影獸 し

（1．8 ，
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　 　 　 　 　 　 　 　 M
で   全部 死

  湎
で 慨 鶴 叫 ま少 く な る が 通 素硝 失は幣

で な く・4° 畷 に 皖 郵 激 し た

も囎 ない ・

痴
M 蘯T ’U 中命 4° 暇

’

欝
購 嶇 消失 し i痂 P °T ’U で B，　 1° Z 共 や 耀 くな

つ た と思棟 碓 度硝 失 し た も ｛Z・iま 無 ’
・ i5to

・T ・U 中で は 10 匹 中 6 匹 唱 ま消失 し・4 匹 で は 極 く小

さい が残 つ て い た 。

　実 験 III・T ・U ，　 M 。T ・U ，　 P ・T ・U を毎 日」」
回換え て 見 る o 実験 1，1工の 場 含 は各薬品 溶液は更 薪

せ ず引績 い て飼育 し たが ， 本実験 で は ， 毎 日新 しい 灘液に 取換え て そ の 効果を見た D 第 3 表に 示 す 如 く ，

　 　　 　　 　　　 　　 　　 第 3 表　薬 晶 を 毎 日 更新 し た場 合 の 瞑色素 の 状 態

＼
＼ ．濃　　度　　　　「1

薬 　品 　　　＼

　 　 　 　 　 　 　
ヒ．、、

　 　 M　　　−
　 　 5蓼
．

M1
｛｝0

M 　　　　　　M− ＿
200 　 　　 　 5‘：｝ 

M一
1eOD

M一
2000

M−
5000
　　 一

チ 　才 　尿 　素 31 貝消 4   日小 　・ 4｛旧 小

メ チ ル チ オ ウ ラ シ ル 直 ち に 死 直 ち ｛こ薤 　 直 ち ｝こ 死 40 日 6薄 ・∫
・
　 4岶 2薄 小

．
40日 8小

　　　　　　　 　一．一

フ エ ニ ール チ オ 尿 素 直 ち に 死
　　　　 「

直 ち に 死 ，直ち に 死 15 日 死 工7日 死 、40 目8や ） 」・

　 M

冨
T ’ u 中で は ・

31 昨 始め て 1唖 共完 全 ｝硝 失 LVtの み で ，

ボ
t
へ轡灘 中礪 少 供 4°　 H

竪
は 全 く撒

評 酬 ない ・
爵

丁’u 中 礁 糘 こ勉 もの が
怒 珈

・
痂

中 で は熟 て 直 ぐ 死 1＝ ・

齋
一
E
−
　4 日・i6bo

一
は 15 日 ・i癇 で も 17 日 に を詮 部死 ん だ 。5。。0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 で 4  日後に 8 西残 る が ， 何れ も眼 の

　 色素はや や 薄 い 程 度で あ る 。
M ・T ・U 中で も 同様に 死 ぬ もの が 多 い が ，　 P ・T ・U よ り は 多少 毒性が 弱 い ら し

　 　 　 M 　 　　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　　 　 　 　 　 　 　 　 　M ．

　〈｝f繭 で 40 日 俵 に 6 殲 り・そ の 眼 を燭 く小 さ くな つ て い 鮎 裲
中倒 ま残 つ た 8 匹が や や 小 さい

・膜 を持 つ て い るが ， 消え た もの は見 られ な い 。 以 上 ， 何れ の 腸合 で も，眼色素 の 消 え る経 過は必ず し も一様

　 で な く，普通 は 黒 い 色素 の 部 分 が 亥第 に 小 さ くな り ，や が て 色も体 色 と 似 た薄 い 茶 羯色 と な り，絡 に 認 め ら

　れ な くな る が ， な か 1こ は黒 い まま で 小 さくな り， 退 色 しな い で 消失 す る こ と もあ る 。 左右 の 瞑が 同時に消え

　ず ，一方 が苺成 り残 つ て い る の に 勉方 が 全 く見 られ な くな る 場合 も少 くない 。 しか し，何 れ の 場 合 に ぜ よ ，

　韻が 完全に消失 し て か ら後 ， 更 に 長期間薬 品溶液に 入 れ て お い て も ， 休色に影響 を受け るも の に全 く見 られ

　な か つ た 。 翻片に ょ る 正 當 な瞑の 組織矇は ，多 数の 網膜繃 訟 卩ち 視細胞 の 集団 と，こ れ を包 み一方だξナ lace

　q した 楕円形の 感覚細抱か ら成立 ち ． こ の 感覚 細 抱に ｛ま 色素顆粒が 含ま れ，色素 盃 と 呼 ばれ る 。 こ の 色素顆

凱 崩 ど感覚細 胞 に 充taして い る の で ，纈 包の 状態や核 などの 存 在 を認め る事は で き な か つ た 。 薬 晶 を作

　用 させ る と，色素 顆粒が減少 し，顯 籔鏡下 で も濁い 福色に 見 え る もの が で き，や が て 全 く見 られ な くな る 。

　網 膜紬砲拡少 く と も色 素盃 の 全 く消失ぜ ぬ 隈 り， そ の 内 に 包 まれ て存在が 認め られ る が ，色素 の 全 く消失 し

た もの の 網 膜繍 包ぱ感覚 飆胞 と共 に周囲 の 組織 と明 瞭に 区別す る事が 困難 で あ り，果 し て どの よ 5 な影變 を

受け て い る か ， 今後更 1こ精細 な麹察 を要す る 。 正常な プ ラ ナ リ ア は 光 に 対 し負 の 趨性を 持 つ が ，チ オ 尿素に

『

　よ 17完全 に 眼 色素 の 消失 し た もの で も，趨性に関 し て は殆 ど変 り無い よ 5 で あ る。 し か し機械的に 瞑を除去

　し て も，多 少 の 違い こ そ あ れ ．趨徃は失 われ な い （Taliaferro
’20）事 か らも，チ オ 尿素等 が 光 ｝：購 す る感

　受性 に は影響 して ない と推察す る訳に は い か ない o

考 察

　両 棲類幼生 の 体色 ・胝 ネ ズ ミ の 毛 烏 の M 毛等 の 色素が抗甲状線物質 イ ソ ドフ エ ノ ール 等 に よ り貌 色

す る 事 は 多 くの 入に ょ ら認 め られ ， 何 れ も メ ラ ニ ソ 彦成 に 際 し て の チ n ジ ナ ーゼ 阻 害作用 に ょ る も の と考 え

ちれ て い る 。 プ ラ ナ リ ア を陸用 した｛究は未 だ見 ない が p 今区 の 実験結果か ら ， 主 に チ オ 尿 素に ょ り膿 の 色素

黷粒 が 消失 す る 事 が 明ら か とな つ た 。 そ の 消失 に 要す る 日数 か ら，i訪果は 実験 した 範 霞 で は温 度 と濃度 の 高

い 鶴強 か つ た 儲 重 表 A ，B）。 頭部 を切噺 した も の の 膜 の 再生 は色素の 点 か ら見 て ，低温 よ り，高瀝が ，

（19 ，
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高濃度 よ り鱧 度の 中 の もの の 方 が 早 くお こ る が ，

一
旦色素 力域 る 程度出ge・L ・然 る後 に 消失す る 事は果味

が ある 。 両 凄類 の 幼生 馬 t ．tm 素 ・フ エ ＝ 一ル チ オ 尿 素 ・ イ ソ ドブ t
’
ノ ・一）T・等1こ よ り眼ば か りで な く・表．

皮 も脱色 し て 蒼 S と な る が ，変態 蔓て gegglこ なつ て後 こ れ等 の 薬 品 で 処 理 す る と ・ 表皮は脱色 す る が胆に 影

響 せ ず （Lewis
’32），ネ ズ ミ の 毛 も此等 の 薬品処理 で 灰色になる が ， 眼 に影響は見 られ ない （Richter 及 び

Cli。1。y1　
’41 ｝。 こ れ等 の 結果

・Lik，　Fig9 ・・
’40 の イ ソ ド7 ・z ノ ール 1・・Lよ り・．一度 出来た色素顆齦 壙 され ぬ カ：・

黜粒 の 生産 に 当 る 酵素系に影響 して ， 顆粒 の 生成を妨 げ る と なす結論 を支 持す る よ 5 に 考え ら れ る 。 しか し

プ ラ ナ リ ア 1こ 於い て は ， 蜘 こ 出来 上 つ た 眼 の 色素｛乙働 い て 消失 さ せ ・体 の 色素 に は影 響が 見 られな い 。 ys

生 膜 の 場合 ，薄 い 乍 らも
一

旦現わ れ て か ら再 び消え る の で ， 他 の 動物に 対 す る 作用 と同
一に 謚ず る 事 に 適 当．，

で ない 。 実簍 11 の 結果 か ら ， 暗 劇 こ お い そは ，正 黻 ・再生眼 何 れ も明 る い 珮 こ置 い た もの よ り・色素消

失に 要す る 時間 が 長 い 事 が わ か る ．暗 中と室 内 の 温度 の 差 を 考 獻 訊 れ て も 実験 1 の A
・
B に 見 ら れ る・

はな い か ら，光 の 存 在 は 眼色素
r
」）消失に

．
促 進的 と考 え ら れ る 。 メ チ ル チ t ウ ラ シ ル は チ オ 尿 素程 の 差 よ ‘

ミも

眼 点 の 消失 を お こ す作用 耀 い カミ．フ エ ； 一ル チ オ 尿 素 よ りは や や 強 も 動物 を死 亡 さ せ る毒性の 点で は こ．

の 順 序は逆 で チ オ ．尿素が最 も弱い 。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 M

溶灘 毎 硬 新す る 麒 点 の 消 失をひ き蚊 す作用は 何 れ も」購 溺 くな り・函。
チ オ 尿素

’C−：　31 −H を要

し た ． こ れ よ り薄 い 溶液お よ び メ チ ル チ t ウ ラ シ ル ，フ エ ニ ・e−・2t チ オ 尿 素を用い た場合 ， 死 なずに 眼 だ け 清

失す る も の は無 く， 特1こ フ エ ＝ 　e一ル チ オ 尿 素中で は 死 ぬ もめが 多 い 。 こ れ 等 の 事か ら，色素の 消失 は使用 し

た 薬 品 が 直接 チ ・ ジ ナ ーゼ の 鵬 に 称 ・て い る の か 何 5か 〔擬 問
’tt　t’ る ・ 又 Lynn ’48

．1こ よ れ ば ・0・G5 ％

チ オ 尿素溶 液，ま 0．O｛〕5％ フ エ ニール チ オ 尿素 と同 じ強 さ で Eteutherodacfyltrs　ricord7
’i の 眼 の 色素 の 消失

を ひ きお こ す とい 5 が ，プ ラ ナ リ ア で は こ の よ 弓 な関 係は あ て は ま らず ，消失 に 要す る 時 間 も長 い 。 も つ b一

も両 譲類 の 5 ち で も種類に よ つ て 影響炉 ・違 懐 は知ら れ て い る （Fig9 ・
’38　a ）・

　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　 結 　　　 　論

　 プ ラ ナ リ ア を チ オ 尿素等 の 溶液中で 飼 育す る ど，
’
眼 の 色素顆粒が消矢す るが．体 色に 影響 は 見 られ なか O ・

た ． 離 膜 は 渡 覯 し て か ら再び消失す る ．
・ チ ル tt ウ ラ シ ル ・・ エ ニ ー・け す購 濾 性が強 く・死 ．

漁 もの が 多 い が ，瞑色素 の 消失 を お こ すガ ま弱 い 。薬液 を 毎 日更 薪す る と消 失に 要す る 日数は多 、く塗る
。

こ

れ 等 の 蘇 か ら，プ ・ ナ リ アに 対 するチ オ 尿鶉 の擱 灘 の 鋤 に於け る 腸 貪と多 螺 る よ 弓に 思棟 る ・ ・
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